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は
じ
め
に 

戦
後
宮
古
の
文
化
活
動
（
＝
行
政
）
を
考
え
る
上
で
、
一
九
四
七
（
昭

和
二
二
）
年
の
宮
古
民
政
府
の
文
化
行
政
は
、
そ
の
後
の
現
在
に
至
る

重
要
な
遠
因
を
な
す
起
点
で
あ
る
。
宮
古
島
市
民
総
合
文
化
祭
、
宮
古

島
市
文
化
協
会
、
宮
古
島
市
総
合
博
物
館
、
文
化
財
保
護
、
市
史
編
さ

ん
、
少
年
少
女
合
唱
団
な
ど
、
す
べ
て
一
九
四
七
年
に
起
因
し
、
一
九

七
四
年
に
至
っ
て
現
在
の
軌
道
に
乗
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か

ろ
う
。
総
合
博
物
館
も
そ
の
延
長
線
上
に
設
立
さ
れ
た
、
と
考
え
て
い

る
。 １

．
歴
史
に
学
ん
で
…
… 

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」
最
後
の
激
戦
「
沖
縄
戦
」
で
は
地
上
戦

こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
米
・
英
軍
の
連
日
の
猛
爆
撃
で
平
良
の
ま
ち

を
は
じ
め
、
集
落
の
大
方
は
焦
土
と
化
し
、
敗
戦
後
の
宮
古
も
「
ゼ
ロ

か
ら
の
出
発
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
沖
縄
県
は
崩
壊
し
、
米
軍
全
面
占

領
下
、
国
と
の
連
係
も
絶
た
れ
た
宮
古
は
、「
自
立
」
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
。
一
九
四
七
年
三
月
、
沖
縄
県
宮
古
支
庁
は
宮
古
民
政
府
と
改

称
し
て
の
再
出
発
で
あ
る
。
敗
戦
で
価
値
体
系
は
一
八
〇
度
転
回
し
て
、

物
心
と
も
に
う
ち
ひ
し
が
れ
た
人
び
と
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
、
同
年
八

月
、「
新
宮
古
建
設
の
歌
」
を
公
募
し
発
表
し
て
い
る
（
詞
・
仲
元
銀
太

郎
、
曲
・
豊
見
山
恵
永
）。 

十
一
月
に
は
、
宮
古
文
化
連
盟
、「
宮
古
文
化
史
」
編
さ
ん
委
員
会
も

発
足
さ
せ
て
い
る
。
十
二
月
に
は
同
年
夏
、
在
京
の
「
お
も
ろ
と
沖
縄

学
の
父
」
伊
波
普
猷
の
永
眠
を
悼
ん
で
、
二
十
年
も
前
に
他
界
し
た
宮

古
の
歴
史
家
、
富
盛
寛
卓
と
慶
世
村
恒
任
の
二
人
を
合
わ
せ
て
「
合
同

追
悼
会
」
を
催
し
て
い
る
。 

敗
戦
と
形
あ
る
も
の
の
大
方
を
失
っ
た
戦
後
の
再
出
発
に
当
た
っ
て
、

歴
史
に
学
ぼ
う
、
と
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

翌
一
九
四
八
年
一
月
に
は
、
事
務
局
を
民
政
府
に
お
く
文
化
連
盟
は

「
宮
古
文
化
」（
の
ち
「
文
化
」
に
改
題
）
を
創
刊
し
、
六
月
に
は
、
音

楽
、
演
劇
、
舞
踊
、
美
術
、
文
芸
な
ど
各
分
野
か
ら
な
る
初
の
「
芸
術

祭
」
を
三
日
間
に
わ
た
っ
て
催
し
て
い
る
。 

２
．
現
在
へ
の
胎
動 

民
政
府
は
「
楽
土
建
設
」
を
標
榜
し
、
中
核
を
担
う
若
も
の
た
ち
は

文
芸
協
会
を
設
立
し
て
「
文
芸
旬
刊
」
に
拠
り
、「
文
化
立
島
」「
強
力

な
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
」
等
を
提
唱
し
て
い
る
。
ま
さ
し
く
戦

後
宮
古
の
文
芸
復
興
期
と
も
い
う
べ
き
「
官
民
」
一
体
と
な
っ
て
の
大

き
な
胎
動
で
あ
る
。 

現
在
隆
盛
を
き
わ
め
る
文
化
協
会
、
郷
土
史
研
究
会
、
二
季
会
、
野

鳥
の
会
、
写
真
協
会
は
じ
め
、
文
芸
、
民
謡
、
舞
踊
な
ど
各
分
野
の
団

体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
遠
因
を
成
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
そ
こ
に
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
現
在
の
活
動
に
直
接
・
間
接
に
影
響
を
与
え
て
い

る
多
く
の
特
筆
す
べ
き
先
人
が
お
ら
れ
る
。
き
わ
め
て
恣
意
的
だ
が
、

次
の
よ
う
な
方
々
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。 



 

 

文
化
連
盟
の
中
枢
に
は
、
稲
村
賢
敷
、
山
内
朝
隆
、
下
地
明
増
、
本

村
武
史
（
玄
典
）、
平
良
恵
仁
、
新
里
博
一
…
…
ら
、
歴
史
分
野
で
は
、

稲
村
賢
敷
、
饒
平
名
（
大
井
）
浩
太
郎
、
島
尻
勝
太
郎
…
…
ら
、
文
芸

分
野
で
は
、
平
良
好
児
（
定
英
）、
本
村
武
史
、
克
山
滋
（
大
見
謝
恒
全
）、

平
本
魯
秋
（
実
一
）、
国
仲
穂
水
（
寛
力
）、
本
村
隆
俊
…
…
ら
、
美
術

分
野
で
は
、
本
村
恵
清
、
池
村
恒
仁
、
大
宜
見
猛
…
…
ら
、
民
謡
で
は
、

平
良
彦
一
、
友
利
明
令
…
…
ら
。
戦
後
初
期
か
ら
宮
古
史
を
い
ろ
ど
る

錚
々
た
る
人
士
ら
で
あ
る
。 

一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
文
芸
分
野
は
同
人
誌
に
拠
る
活
動
が
め
だ

っ
て
く
る
。
本
村
武
史
、
平
良
恵
仁
、
新
里
博
一
…
…
ら
の
「
文
芸
」、

松
下
仁
（
吉
村
玄
得
）、
原
龍
次
（
松
原
清
吉
）、
伊
志
嶺
亮
…
…
ら
の

「
あ
ざ
み
」（
の
ち
「
宮
古
文
学
」）、
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
宮
国
泰
誠
、

平
良
好
児
、
本
村
武
史
、
与
那
覇
寛
長
、
池
村
恵
興
、
松
下
仁
、
大
宜

見
猛
…
…
ら
の
「
青
潮
」（
宮
古
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）、
伊
志
嶺
亮
、

も
り
た
か
し
（
友
利
恵
勇
）、
砂
川
玄
徳
、
宮
沢
慶
（
謝
名
元
慶
福
）
…

…
ら
の
「
群
」
な
ど
が
出
て
い
る
。 

宮
古
歴
教
協
の
「
密
牙
古
」、
宮
古
水
産
高
職
員
の
「
つ
ど
い
」
も
き

わ
め
て
意
欲
的
な
活
動
を
み
せ
て
い
る
。
俳
句
会
、
短
歌
会
も
定
期
的

に
開
か
れ
て
地
元
新
聞
も
積
極
的
に
発
表
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
こ

の
時
期
、
一
般
雑
誌
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
新
聞
と
と
も

に
読
者
に
発
表
の
場
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
よ
う
。「
週
刊

宮
古
」（
宮
国
泰
良
）、「
週
刊
先
島
」（
平
良
重
信
）、「
週
刊
春
秋
」（
野

平
恒
）
な
ど
で
あ
る
。 

歴
史
分
野
で
は
、
琉
米
文
化
会
館
（
新
井
禎
一
―
山
内
朝
保
―
大
宜

見
猛
）
や
宮
古
図
書
館
（
＝
分
館
、
稲
村
賢
敷
―
池
村
恵
祐
―
砂
川
幸

夫
）
は
、
積
極
的
に
郷
土
史
資
料
を
収
集
し
郷
土
史
講
座
も
開
い
て
い

る
。
吉
村
玄
得
、
仲
宗
根
恵
三
、
塩
川
寛
令
…
…
ら
の
「
文
化
財
を
守

る
会
」
は
史
跡
め
ぐ
り
を
実
施
す
る
な
ど
、
広
く
宮
古
歴
史
へ
の
関
心

を
高
め
て
い
る
。 

美
術
分
野
で
は
、
一
九
五
六
年
春
、
京
都
在
住
の
宮
原
昌
茂
画
伯
が

一
時
帰
省
し
て
戦
後
初
の
個
展
を
開
き
、
こ
れ
を
契
機
に
、
下
地
明
増
、

平
野
長
伴
、
本
村
恵
清
、
池
村
恒
仁
、
大
宜
見
猛
、
川
満
進
、
砂
川
隆

之
…
…
ら
の
「
二
季
会
」
が
誕
生
し
て
い
る
。 

民
謡
や
舞
踊
の
分
野
は
も
は
や
周
知
の
よ
う
に
、
数
多
く
の
研
究
所
、

練
場
が
設
立
さ
れ
、
沖
縄
本
島
に
劣
ら
ぬ
ほ
ど
に
隆
盛
を
き
わ
め
て
い

る
。 ３

．「
博
物
館
」
建
設
へ 

こ
の
よ
う
な
各
面
に
わ
た
る
多
彩
な
活
動
を
背
景
に
、
旧
平
良
市
は

一
九
七
四
年
四
月
、
教
育
委
員
会
に
初
め
て
課
制
を
導
入
（
総
務
・
指

導
）
し
、
前
年
に
始
ま
っ
た
文
化
財
保
護
行
政
を
軌
道
に
乗
せ
る
と
と

も
に
、
市
民
総
合
文
化
祭
、
市
史
編
さ
ん
事
業
、
少
年
少
女
合
唱
団
等

を
発
足
さ
せ
、
市
長
部
局
と
提
携
し
て
、
宮
古
ま
つ
り
、
関
東
・
関
西

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
等
も
始
め
て
い
る
。
第
二
の
文
芸
復
興
期
と
も
い
え

よ
う
。 

市
民
総
合
文
化
祭
は
、
第
五
回
、
第
十
回
の
二
度
に
わ
た
る
総
括
を

へ
て
、
一
九
八
四
年
一
月
、
文
化
協
会
が
設
立
さ
れ
て
一
般
の
部
を
担

当
し
、
名
実
と
も
に
市
民
主
導
の
市
民
総
合
文
化
祭
と
し
て
発
展
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
十
月
、
五
市
町



 

 

村
合
併
に
さ
い
し
て
他
の
四
町
村
の
文
化
行
政
と
と
も
に
宮
古
島
市
に

引
き
つ
が
れ
一
層
盛
況
を
き
わ
め
て
い
る
。 

一
九
七
四
年
に
本
格
化
し
た
文
化
財
保
護
行
政
や
市
史
編
さ
ん
事
業

で
は
、
当
初
か
ら
全
市
（
＝
全
宮
古
）
的
な
調
査
、
研
究
を
進
め
る
過

程
で
、
将
来
市
が
施
設
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
ら
提
供
（
寄
贈
・
寄
託
）

し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て
い
た
が
、
な
か
に
は
い
ま
寄
贈
し
た
い
と
申

し
出
る
家
庭
も
出
て
く
る
。
し
か
し
こ
の
段
階
で
は
引
き
取
っ
て
も
置

き
場
所
さ
え
な
い
。
翌
一
九
七
五
年
八
月
、
文
化
財
調
査
委
員
会
（
宮

国
定
徳
委
員
長
）
か
ら
、「
平
良
市
立
宮
古
博
物
館
の
設
立
並
び
に
そ
の

関
連
措
置
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
民
会
館
四

階
中
ホ
ー
ル
に
「
郷
土
資
料
室
」
が
設
け
ら
れ
、
文
化
財
や
民
具
の
受

け
入
れ
、
収
集
を
始
め
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
七
九
年
十
一
月
、
二
重

越
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旧
庁
舎
の
ス
タ
ジ
オ
を
改
装
し
て
、
郷
土
資
料
室
を
移
し
、

常
設
の
「
歴
史
民
俗
資
料
館
」
と
し
た
。
一
九
八
六
年
三
月
閉
館
ま
で

に
担
当
職
員
の
努
力
で
資
料
館
展
五
回
、
資
料
館
講
座
三
回
開
か
れ
て

い
る
。
そ
の
間
、
一
九
八
三
年
十
二
月
に
は
宮
古
郷
土
史
研
究
会
か
ら

「
総
合
博
物
館
準
備
室
の
早
期
設
置
に
つ
い
て
（
要
請
）」
が
提
出
さ
れ
、

博
物
館
建
設
は
愈
々
現
実
味
を
お
び
て
き
た
。 

一
九
八
四
年
四
月
に
は
教
育
委
員
会
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旧
庁
舎
に
移
転
し
、

指
導
課
は
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
二
課
に
再
編
し
て
、
歴
史
民
俗
資

料
館
は
市
立
図
書
館
と
と
も
に
社
会
教
育
課
の
管
轄
と
な
っ
た
。
社
会

教
育
課
は
四
係
構
成
で
、
市
の
文
化
行
政
と
ス
ポ
ー
ツ
を
一
元
的
に
担

当
す
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
教
育
係
は
根
間
玄
幸
係
長
（
社
教
主
事
）

の
も
と
、
課
の
庶
務
と
社
会
教
育
全
般
、
社
会
体
育
係
は
下
地
敏
雄
係

長
の
も
と
、
総
合
体
育
館
と
陸
上
競
技
場
を
主
体
に
ス
ポ
ー
ツ
全
般
、

文
化
係
は
折
田
時
男
係
長
の
も
と
、
文
化
行
政
全
般
並
び
に
文
化
協
会

の
事
務
局
を
一
時
的
に
担
当
し
た
。
そ
の
傘
下
の
文
化
財
と
歴
史
民
俗

資
料
館
は
引
き
つ
づ
き
砂
川
玄
正
主
事
、
企
画
室
に
移
さ
れ
て
い
た
市

史
編
さ
ん
も
引
き
つ
ぎ
前
里
恒
次
主
事
、
市
立
図
書
館
は
川
満
進
館
長

で
再
発
足
し
て
い
る
。 

博
物
館
建
設
は
社
会
教
育
課
担
当
で
本
格
化
し
て
い
く
。
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
集
会
も
二
回
開
か
れ
、
展
示
内
容
、
設
置
場
所
等
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
設
置
場
所
は
市
街
地
内
と
し
、
中
央
公
民
館
と
総

合
体
育
館
の
間
を
想
定
し
て
い
た
が
、
一
九
八
七
年
四
月
、
税
務
課
に

移
っ
た
た
め
、
そ
の
後
は
関
与
し
て
い
な
い
。
同
年
九
月
、
条
例
に
も

と
づ
い
て
総
合
博
物
館
準
備
運
営
委
員
会
（
池
間
昌
彦
委
員
長
）
が
発

足
し
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
十
一
月
一
日
開
館
で
あ
る
。
当
初
の

陣
容
は
、
館
長
は
社
会
教
育
課
長
兼
任
、
専
任
職
員
（
学
芸
員
）
一
、

兼
任
職
員
一
、
期
限
付
職
員
四
、
以
上
七
人
。 

お
わ
り
に 

一
九
九
〇
年
四
月
一
日
、
博
物
館
に
配
置
替
え
さ
れ
た
。
石
積
み
の

み
ご
と
な
外
観
に
は
感
動
し
た
が
、
玄
関
に
入
っ
て
正
面
が
企
画
展
示

室
、
常
設
展
の
歴
史
・
民
俗
分
野
に
は
朝
日
が
入
り
、
美
術
工
芸
・
自

然
分
野
に
は
夕
日
が
入
る
。
展
示
品
へ
の
影
響
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、

奇
妙
な
位
置
づ
け
に
違
和
感
を
お
ぼ
え
た
。
収
蔵
庫
に
は
空
調
が
な
い
。

在
職
中
は
月
二
回
職
員
会
を
定
例
化
し
、
運
営
面
や
企
画
展
を
は
じ
め
、

博
物
館
を
取
り
ま
く
あ
ら
ゆ
る
情
報
の
交
換
の
場
と
し
た
。
さ
ら
に
午

前
・
午
後
の
各
二
回
常
設
展
示
室
、
一
日
一
回
は
外
回
り
を
巡
回
す
る



 

 

の
を
日
課
と
し
た
。
参
観
者
に
求
め
ら
れ
れ
ば
展
示
品
の
説
明
に
も
当

た
っ
た
。
一
日
四
回
説
明
し
た
こ
と
も
あ
る
。 

宮
古
の
自
然
と
風
土
―
博
物
館
に
行
け
ば
宮
古
の
す
べ
て
が
わ
か
る
。

地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
支
え
ら
れ
た
総
合
博
物
館
を
め
ざ
し
て
、
寄

贈
・
寄
託
者
に
は
正
規
の
受
領
書
の
ほ
か
、
可
能
な
限
り
自
筆
の
礼
状

を
出
す
よ
う
心
が
け
た
。
一
九
九
三
年
四
月
現
在
、
職
員
は
専
任
五
（
館

長
、
学
芸
三
、
庶
務
一
）、
期
限
付
三
、
計
八
人
で
、
同
年
九
月
、
登
録

博
物
館
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。 

一
九
九
四
年
七
月
、
企
画
室
へ
配
置
替
え
さ
れ
た
。
博
物
館
で
は
宮

古
に
つ
い
て
、
改
め
て
総
合
的
に
学
び
直
す
こ
と
が
出
来
、
ま
た
、
内

外
の
多
く
の
人
と
の
出
会
い
は
今
に
至
る
も
つ
づ
い
て
い
る
。
様
々
な

情
報
を
も
た
ら
す
人
脈
は
、
何
も
の
に
も
替
え
難
い
貴
重
な
財
産
で
あ

る
。
感
動
多
い
四
年
四
月
に
感
謝
し
て
い
る
。 

あ
れ
か
ら
二
五
年
、
報
道
に
よ
れ
ば
そ
の
後
の
博
物
館
は
相
変
わ
ら

ず
陣
容
は
手
薄
の
よ
う
だ
が
、
歴
代
館
長
は
じ
め
、
職
員
の
努
力
に
よ

っ
て
め
ざ
ま
し
い
充
実
発
展
振
り
で
あ
る
。
心
か
ら
敬
意
と
祝
意
を
表

す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
と
も
地
域
に
根
ざ
し
地
域
に
支
え
ら
れ
る
総

合
博
物
館
で
あ
り
ま
す
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。 

宮
古
島
市
総
合
博
物
館
三
十
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

 

〈
付
記
〉
戦
後
文
芸
復
興
期
を
象
徴
す
る
「
新
宮
古
建
設
の
歌
」
は
、

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
三
月
二
一
日
、
う
え
の
ド
イ
ツ
文
化
村
に
、

銀
太
郎
先
生
の
新
里
小
学
校
（
＝
上
野
小
）
時
代
の
教
え
子
ら
に
よ
っ

て
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
（
揮
毫
・
古
堅
宗
和
＝
清
風
）。 

 

新
宮
古
建
設
の
歌 

 

作
詞 

仲
元
銀
太
郎 

 
                           

作
曲 

豊
見
山
恵
永 

 

１
．
は
る
か
な
海
の
彼
方

か

な

た

か
ら 

ひ
た
ひ
た
寄
せ
る
潮し

お

の
音と

は 

 
 

夜
明

よ

あ

け
の
港 

漲は
り

水み
ず

に 

愛
と
信
義

し

ん

ぎ

を
誓ち

か

う
歌 

 

２
．
若
い
血
潮

ち

し

お

は 

紅
く
れ
な
い

の 

で
い
ご
の
花
が
咲
く
よ
う
に 

 
 

胸
に
あ
ふ
れ
て 

新
生

し
ん
せ
い

の 

高
い
理
想

り

そ

う

に
躍お

ど

る
の
だ 

 

３
．
迷ま

よ

い
の
雲
が
か
か
っ
た
ら 

友
よ
い
っ
し
ょ
に
払は

ら

い
よ
け 

 
 

真
澄

ま

す

み

の
月
の 

清
ら
か
な 

太
平
山

た
い
へ
い
ざ
ん

を
築き

ず

く
の
だ 

 

４
．
苦
難

く

な

ん

の
道
は
続
い
て
も 

ス
ク
ラ
ム
組く

ん
で
僕ぼ

く

た
ち
は 

 
 

意
気

い

き

高
ら
か
に
建
設

け
ん
せ
つ

の 

希
望
に
燃も

え
て
進
む
の
だ 

 
５
．
嵐

あ
ら
し

に
耐た

え
た
白
百
合

し

ら

ゆ

り

の 

香か
お

り
も
高
い
新
宮
古 

 
 

築
く
使
命

し

め

い

を
負お

う
友
よ 

愛
と
信
義
に
強
く
立
て 


